
　　　　

2026 年 4 月 1 日
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分まで あり なし ・自宅前、または自宅近辺バス停

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 ・季節のイベント、事業所外活動、公共交通機関や公共施設の利用

家族支援

・障がいや発達の心配について一緒に考え、ご家庭での過ごし方が充実
　できるように支援します。
・成長に伴うお子様の心の変化を共有し、その思いを尊重しながら寄り
　添っていけるように支援します。

移行支援
・進路やライフステージが変わるときにご本人の意思やご家族の考え
　をお聞きしながら安心して次のステージ進めるよう相談支援を行い、
　関係機関との連携を図ります。

地域支援・地域連携 ・学校や関係機関（相談支援事業所・他事業所等）と適宜、連携します。 職員の質の向上

・事業所内研修、課内研修の実施
・法人における全体研修(実践発表・コンプライアンス・接遇・ひやり
　インシアクシ報告等）や法定研修(虐待防止及び身体拘束の適正化・
　感染症対対策・BCP他）への参加
・外部研修の参加　・事業所内の勉強会

支　援　内　容

・基本的生活スキルや日常生活動作の向上を目指し、その子に合わせた個別課題や取り組みを行います。
・保護者や学校と情報を共有し、元気に楽しく療育に参加出来るよう支援します。

・集団遊びや個別活動の中で、体操やリズム遊び、ストレッチなどを行い、身体を動かす機会を設定していきます。
・手指の巧緻性を高めることや感覚の受入れの幅を広げるために、机上での設定活動(感じる・書く・貼る・折る等）を行います。

本
人
支
援

・得意を生かして「出来た」と感じられる経験を積み重ねることによって、「もっとやりたい」という意欲を高め、認知の広がりを促します。
・自分の考えや行動、存在について肯定的に捉えられるよう、自己選択する力を伸ばしていく援助を行います。
・個性に合わせたわかりやすい提示（視覚・聴覚）を配慮し、自発的な行動を促していきます。

・職員や他者との関わりの中で、感じたことや伝えたいことをその子なりのコミュニケーション手段や表現で伝えようとする力を育みます。
・個別活動や集団活動を通して、人と触れ合う・関わる楽しさを感じられるように支援していきます。
・人との関わりや個別でのSSTを通して、TPOに応じた適切な表現方法や適切な人との距離感を伝えていきます。

・その子らしく社会で育っていくために、社会の中で求められるスキルを身に付ける援助を行います。
・集団活動の中でやり取りする機会を設け、社会の一員として認められる達成感の積み重ねを支援します。
・個別活動でのSSTや外出経験を通して、公共施設でのマナーやルール、人との関わり方について学ぶ場を設けていきます。

支援方針
・発達や適応に心配のある児に対し、小集団の中で個々の発達状況や特性を踏まえ療育を提供します。
・児童期から青年期への心身の変化に気づき、大人の力を借りて対応力を養います。
・保護者のニーズを含め、個々に課題を設定し、個別支援計画書に沿って日々の療育で実践します。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
・障害問わず、年齢問わず療育を提供し、生涯発達保障にむけて支援する。
・どんなに障害が重くても、地域生活をその人らしく豊かに送ることができるよう支援する。

事業所名
放課後等デイサービス事業

　　　　楡の会くりーむど～なっつ
作成日支援プログラム


